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鮮度 □ 適切値段 ［コ
出入口
地場食材 O うまい △ 天井が低い薄　暗　い
早い □ 安全 □ ロマンがない厨房が狭い
量選択 □ 種類 □ 景色が単調食品庫が
狭　　　　いサービス □ 健康食 O 地　　味　　な
デザイ　ン季節食材 □ 珍しい □ プライバシー
が　　な　　い
空間料理
案内者を
必要とする鹿　　角らしさ
広　いや　る　気
入口 明るい接　　　客
鹿　　角
特産物 清　潔チニック
システム
明　る　い
食堂リフト容量が
小　　さ　　い北東北特産物商品知識 単　調
競争相手
の存在
リピーターが
少　　な　　い 落着かない
ただ食べる所
教育　　特色
2階 ??
（注）○印良い　　□印普通　　△印やや悪い
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年齢差などが食の品質を支えている。構成要素は多面的である上に、その
問題解決は難しい。どれが欠けても、店の人気は落ちる。
　求める側と、与える側の要求品質が合致するために、その雰囲気と料理
のサービスが必要である。更に、健全なビジネス競争が自然に行われるた
めには、最低2つ以上のレストランがあることが望ましい。団体客数の落
ち込みから考えて、レストラン2階部分は一部模様替えの必要があるが、
ほぼ、この形式で良い。
善???
???
1階レストランの床面積を増やす。
2つ以上のレストランを設置し、お互いに競合して「食の品質」を高
める。できればカフェテリアのような大衆的な食堂と、しきりのつい
た高級感のある雰囲気のレストランなどが考えられる。
若者や子供が喜ぶように、明るく楽しい雰囲気とする。
2階レストランは、一部模様替えする。
既存の2階レストランヘのアクセス方法として、特に、身障者に対応
するためには、エレベーターを設置することが望ましい。
まとめ
北東北の魅力
　東北新幹線の盛岡までの開通、続いて秋田新幹線、そして青森まで開通
した東北自動車道など陸上交通の発達により、北東北への利便性は高まっ
てきている。
　一方、空路交通の拠点①青森空港②能代・大館空港　③秋田空港④
花巻空港　などのエアポート施設も着実な進展を見せた。
　陸路と空路の交通整備計画が実行されたことにより、関西地区の大阪、
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京都、神戸、中部地方の名古屋、そして関東地区の東京・横浜・千葉・埼
玉など、大都市圏から「北東北地方」へのアクセスが便利になった。それ
は20年前の交通システムと比べると、比較にならないほどその利用効率は
高い。
　一方、従来型の観光のあり方から、自然環境重視のグリーン観光、エコ
ロジー観光へと変わりつつある。更に、地球温暖化により、北東北の夏は
涼しく、冬にも旅行可能な地域であるとの認識が観光客の間で定着し始め
ている。観光客の情報源となるIT革命によるグローバル化はもうすぐそこ
まで来ており、その流れは文化、観光、そして生活スタイルまでも変えよ
うとしている。また、交通の利便性、自然環境、高速情報の社会変革要因
を受けて、日本の観光地図は塗り替えられようとしている。
　観光立地と繁栄のための「時代の流れ」が北東北地方に移ってきている
のは確かであり、今後もその傾向は長期に渡って続くものと推測される。
特に、鹿角市は北東北の中央に位置しており、その独自性と希少性の観点
から、北東北のどの海岸線沿いの観光地よりも恵まれた場所と環境にある。
周知を集めれば、この位置と地形を利用した個性ある観光地が今後この鹿
角の地に創設される可能性が極めて高い。
いくつかの改善政策の提案
　前述された長期的、且つマクロ的な展望を踏まえて、テーマ『鹿角観光
ふるさと館（あんとらあ）：以下「本館」と呼ぶ』改善に関する考察が多
面的になされた。そして、いくつかの提案を以下に述べる。
改善政策：A案
　「本館」を含め、この周辺部一帯を鹿角、又は花輪の「新観光地域」と
位置付け、中規模開発を行う。
　　　A－1　目的観光地の発想
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目的観光地としての新たな施設を創設し、鹿角観光の中
心とし、ユニークなイメージをメッセージとして、ここ
から発信する。例えば、福島県の常磐ハワイアンズのよ
うなテーマを花輪の規模に合わせて見つけ出し、企画し、
観光産業として定着させる。
　　　A－2　立寄り観光地の発想
　　　　　　　立寄り観光地としての華やかさをこの北東北中央の地で
　　　　　　　狙う。市内、県内、そして北東北に点在する他の観光地
　　　　　　　から鹿角市を訪れる際の立寄り場所とする。例えば、「グ
　　　　　　　ローバル商品」と「鹿角、又は秋田の地場商品」とを競
　　　　　　　合させるような大ショッピング・モールを演出する。鹿
　　　　　　　角観光のオアシス的発想である。
　この新しい地域のテーマはサービスを含めたソフト面で、ユニークで、
先見性のある発想でなくてはならない上に、その経営上においても健全な
持続性が必要となる。更に、投資資金及び、運転に関する資金調達が長短
期的に可能であることが、この「新観光地域」提案のための前提条件とな
る。開発のハード面と運営にあたって、特に注意するポイントを以下に記
す。
　　①　地形はなるべく平地とし、敷地の形態はすっきりしている方が
　　　　望ましい。
　　②　一つの建物だけを強調する「点型」や道路沿いに商店を並べる
　　　　「線型」ではなく、地形を利用した訪問者の心に優しい「面型」、
　　　　即ちスーパー・ブロック型敷地開発でないと観光客には歓迎さ
　　　　れない。
　　③パーキング等を含め、アクセスが分かり易く簡単である。
　　④　ソフト・ハード両面で感動するような楽しい場所を演出する。
　　⑤　グリーン公園、エコロジー公園で訪れる人々を魅了させる。優
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　　　　しい自然環境を提案する。
　　⑥新しく創設される「新鹿角観光地域」の経営戦略は優れていな
　　　　ければならない。更に、その地域内のテナント問に営業競争の
　　　　原理が働かなくてはならない。
　事業経営とその運営にあたって、地域の活性化が持続し、繁栄を続けら
れる仕組みが主催者側の「経営マニュァル」の中でシステム化されること
が望ましい。
　このA案は、北東北中央に新しい観光スポットを創設する発想から出て
いる。成功すれば、反響も集客力も大きく、かなりの繁栄が期待できる。
しかし、その反面、投資資金も多額となる恐れもあり、どちらかと言えば、
現時点では「ハイリスク・ハイリターン」型のベンチャー・ビジネスとな
る。
改善政策：B案
　このB案では、リニューアル範囲を「本館」と国道282号線沿い周辺に
限定している。約10年前に建設された「本館」を時代の変化に対応させる
ため、又顧客の要望に合わせるために、その中身の再検討を行った。改善
のための着眼点を、特に、使用用途に焦点を絞る。そして、その変更を提
示すると共に、一部外壁を含み建築内部の模様替えを行うものとする。
　建物内の用途、動線、機能、そしてイメージなどの変更については論文
第二部で記載されている改善策を尊重し、それらの中から最善策と考えら
れる方法を抽出して、重要な実行項目が示されている。
　ここに示された変更項目は筆者が提案したものであり、これらをベース
に鹿角市、及び観光関係者が慎重に協議を行い、決定項目を絞ることが重
要である。最善の改善策が合意に達すれば、その方針に従って工事を実行
し、「本館」の用途、動線、機能、そしてイメージを一新する。ここで提
案される主な変更項目は以下のようになる。
　　　①国道282号線の両側に、自家用車、及び大型バスを含めて、充分
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　　な台数が確保できるような追加の駐車場を設ける。
　　（参照：P15一改善）
②ふるさと広場（中央広場）でのパーキング使用は廃止し、グリー
　　ン公園等で工夫する。
　　（参照：P16一改善）
③建物動線の中心をふるさと広場中央と考える。
　　（参照：P16一改善②）
④入館料金は一切徴収せず、ここを訪れる全ての人々を無料で歓
　　迎する。この時点で、旧動線も同時にフル活動となる。現在あ
　　る祭り展示館の玄関や事務室は不用となる。
　　（参照：P22一改善④）
⑤祭り展示館の「屋台」の格納庫的考え方を廃止して「屋台」一
　　台のみを残し、その屋台の配置空問を特化して美化することに
　　努める。
　　（参照：P22一改善）
⑥現在の祭り展示館のスペースに物産プラザ、又はレストランを
　新設する。
　　（参照：P32一改善②）
⑦　手づくり体験館、及びシネラマ館の所は新情報センターとする。
　　イベント等も取り扱う企画室、又は総括司令部を設ける。
　　（参照：P20一改善、P25一改善）
⑧　手づくり体験館のテナントは新情報センター内、現在と同じ場
　所、又は「新物産コーナー」への移動も可能である。
　　（参照：P27一改善）
⑨現在使用している旅行案内センターは新情報センターへ移動し、
　既存の物産プラザにそのスペースを与える。
　　（参照：P20一改善、P25一改善）
⑩その他、二階レストランの内装改築は最小限の変更を行う。
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　　　　（参照：P32一改善④）
　以上、主な改善項目を提案したが、用途の種類は既存の数とほぼ同数で
ある。言い換えれば、それは主として用途の配置替えを意味している。
従って、テナント間の問題解決には第一段階として、内部調整が重要課題
となる。更に、この案のハード面の特徴として、建物の構造体も屋根小屋
組も変更しないので、全体的なイメージも建物自体も現在のものとはそう
変わらない。又、模様替えによる改築工事も一部外壁と内装だけに限られ
るので、建物工事的には大規模な模様替えとは言えない。
　A案と比較して、B案は投資金額も圧縮され、その上工事期間も短く、
早期実現可能となる利点がある。
改善政策：C案
　C案はB案と同じ考え方であるが、その行動にあたって進行を段階的に
実行する。このC案においても、その改善は論文第二部で記載されている
改善要因図の結果を尊重し、その上、更に検討が加えられた項目のみを実
行に移す。B案と比較して、C案採用の場合完成までに時間がかかり、そ
の結果、ややコスト高となる。しかし、運営が無理なく進められる上に、
プロジェクト進行途中でその計画の実施を変更、又は中止することも出来
る。
　資金、財務、営業、マーケティング等は年次別計画を立て、建設を進め
る一方で用途変更におけるテナント間との調整や交渉にも時問がかけられ
る。
　改善内容の項目は同じであるが、C案の進め方の優先手順の概要を以下
に示す。
＜第一段階＞
　　　1．国道282号線沿いで、且つ「本館」近くに駐車場を設ける。（参
　　　　照：P15一改善）まず最初は自家用駐車場だけでも良い。
　　　2．全館無料とする。（参照：P22一改善④）無料館となるので玄関
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　　　　入口、事務室を含め、祭り展示館スペースの再検討が必要と
　　　　なってくる。屋台の台数や室内の雰囲気を再企画する。
　　　　（注意）この第一段階を実行して、集客力が急増した場合、直ち
　　　　　　　に行動を第二段階へ移す。
＜第二段階＞
　　　1．大型バス駐車場の確保（参照：P15一改善③）
　　　2．手づくり体験館の配置に関する再検討
　　　　①同じ場所で「新情報センター」内に設ける。
　　　　②シネラマ館の方へ移動する。
　　　　③祭り展示館の方へ行く。
＜第三段階＞
　　　1．新情報センター（参照：P20一改善、P25一改善）の完成、ソ
　　　　フト、ハード両面を強調した情報センターの設立。現在の旅行
　　　　案内センター、及びシネラマ館は廃止する。
　　　2．ふるさと広場（中央広場）の完成
　　　　新しいタイプの広場を企画する。
　注意：第一段階を開始する時点で、第三段階までの精度の高い“「本館」
　　　全体マスター図”が完成していることが重要である。
筆者の推薦
　鹿角のふるさとを紹介する意味で設立された「本館」は、当初それなり
の入場者もあり、その役目を果たしてきた。しかし、近年になって全面積
の半分以上を割いて準備された手作り体験館、シネラマ館、祭り展示館等
への客の入りが期待した程ではなく、その初期の目的を果たし得ない現状
である。「本館」全体の集客力も落ち、運営を圧迫し始めている。このよ
うな自体を打開するために筆者はB案を推薦する。しかし、B案を推薦す
るに際し、各種の障害が現実に生じた場合には、C案を採用しても間題解
決に役立つものと確信する。
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　尚、A案も改善政策の一つであるが、マクロ的観点の「コンセプト提言」
に終わっている。次に、機会があれば挑戦し、A案をより精度の高い裏付
けのあるものとしたい。鹿角市が北東北の中央に位置する条件を考慮すれ
ば、このA案は魅力ある解決策であることには間違いない。鹿角市の持つ
このユニークさを強調して、A案の魅力を末筆に付け加えておきたい。
参考文献
1．鹿角市統計書　平成11年版　　鹿角市刊行
2．その他　　観光用パンフレット多数
（本学経営学部教授）
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